



Modern Poetic Revolution in Japαπαηd Chinα 
“New Poetic style" and “The Conversational Poetic Movement" 
葉寄民＊
The Japanese Poetic Revolution began in 1882 with Toyama, 
Inoue, Y atabe i. e. Shintaishisho. In China, however, the 
Revolution began in the year 1917 with Dr. Hu Shi’S 
Literary Revolution Discusion “Xin Qingnian”（Volume I 
number 5 . ) The following year (1918) a different eight 
Conversation Poems were written. 
We cannot deny the importance of modernization of the 
historical process when we consider Japanese and Chinese 
literature. We must especially understand the historical 
feudal influence these two factors are出ecommon points 
of “Shintaishisho”and “The Literary Revolution Suggestion. 
As we know, the basis of this common point is that 
they identify with Western influence and consider the human 
spirit and society of the pre-modernization of Japan and 
China. The Japanese literary critic Mr. Takeuchi Y oshimi 
has stated that the problem of modern Chinese literature 
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is a problem of modernization of its that his statement can 
also be applied to Japanese modern literature. 
In the manus ript, my thesis maintains that inorder to 
discuss Japanese and Chinese modern Poetic Literature, 
it is Required to understand the source of this movement. 
This is to be found from the comparitive influence that 
European and American literary achievements have had on 





















































































































































































































































































































第1巻 1号から 6号まで刊行されたが、 2巻 1号からは「新青年Jと変名さ
れた。衰世凱の反動的暗黒政治下において、それに対抗して封建制度の政治
や文化、とりわけ、その基盤である儒教倫理に反旗をかかげ、自由民主主義と
科学、懐疑精神と個人主義を主張する思想界のパイオニア的存在であった。
ゥっし
陳独秀は「敬みて青年に告ぐJ（「青年雑誌l創刊号、 1915年9月）の中で、
青年たちに自覚を呼びかけて次の 6原則を提起している。
1. 自主的であれ、奴隷的であるなかれ。
2. 進歩的であれ、保守的であるなかれ。
3.進取的であれ、隠遁的であるなかれ。
4. 世界的であれ、鎖国的であるなかれ。
5.実利的であれ、虚飾的であるなかれ。
6. 科学的であれ、空想的であるなかれ。
乙の 6原則がとりもなおさず「新青年Jの主旨であった事を思えば、「文学
改良第議」に陳独秀がいち早く呼応して「文学革命論j を発表し、急進的に
文学革命運動に挺進した理由がわかるであろう。
胡適は国外においても「新青年Jを読んでいたのであろう。 2巻 1号には
ニコライ・ドミトリェヴィチ・テレスコフの「決闘」を投稿しているばかり
でなく、中国文学の堕落の原因は「文勝於質」にあると、陳独秀に手紙を書
き（「新青年J2巻 2号「通信J1916年10月）、文学を改革する八項目を提唱し
たが、その八項目と「文学改良第議」は同じである。
一目、須言之有物（内容のある事をいう。）
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二日、不馨倣古人（古人の模倣をやめる。）
三日、須講求文法（文法にかなう文章を書く。）
四日、不作無病之岬吟（理由もなく深刻がらない。）
五日、務去欄調套語（陳宵な常套語はつとめて避ける。）
六日、不用典（典故は用いない。）
七回、不講対伎（対句を考えない。）
八日、不避俗字俗語（俗字俗語を避けない。）
そして、胡適は「二． 古人の模倣をやめる」の項で、次のような解説をな
している。
「文学は時代とともに移り変るものである。どの時代にもそれぞれの時代
の文学がある。周、秦の時代には周、秦の文学があり……これは私一人だけ
の個人的な意見ではなく、文明進化の原理である。……（中略）……以上、
文学は時代とともに進化して、自ら停止することのできないものであること
が明白である。…自然、な発展にそむき、進化の足跡にさからうからうまくで
きないのである。
文学進化の原理が明らかになれば、私の言う『古人を模倣しないjという
提唱が成立するわけだ。今日の中国は今日の文学を創るべきで、唐・ 宋を模
倣する必要もなければ、周・秦を模倣する必要もない……」
つまり、彼の考えは「文学は時代とともに移りかわるものである。どの時
代にもそれぞれの時代の文学がある」と言う歴史進化論的な考えである。こ
の件りは、「明治ノ歌ハ明治ノ歌ナルベシ、古歌ナルベカラズ、日本ノ詩ハ日
本ノ詩ナルベシ、漢詩ナルベ、カラズ、是レ新体ノ詩ノ作ル所ナリJ（巽軒居士）
と宣言する井上哲次郎と同じ立場にある。
要するに、胡適は歴史進化論とプラグマティズ、ムの観点から、文語は硬化、
形骸化して、今の時代の文学表現の武器たりえないから速やかに文語を廃し
て口語にせよと文学の表現形式の改革を主張する。乙れは確かに封建思想を
表現する文語を廃止するという、とりもなおさず封建思想に対する攻撃であ
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り、挑戦でもあった。しかし、その主張は文学的内容よりも形式の変革に重
きをおいたので、第1項の「表現には内容がなければならない」の点が、如
何なる内容を要求するかは漠然としている。乙の点は「新体詩抄」の人たち
も同じである。乙の盲点を補足するものが陳独秀の「文学革命論J(1917年2
月「新青年」 2巻 6号）である。
「……孔教問題が、いま圏内ではげしく論議されているが、 これは倫理道
徳の革命の前ぶれである。文学革命の気運が起乙ったのは、昨日今日の事で
はないが、まっ先に義旗をかかげた急先鋒は、わが友胡適である。私は甘ん
じて全国学究の敵となって高く f文学革命jの大旗をかかげ、わが友を声援
する。旗上に大きく書き出す我が革命軍の三大主義はこうである。技巧的で
阿課的な貴族文学を打倒して、平易で直情的な国民文学を建設する。陳寓で
誇張的な古典文学を打倒して、新鮮で誠実な写実文学を建設する。暖昧で難
解な山林文学を打倒して、明瞭で通俗的な社会文学を建設する。（以下略）」（傍
点筆者）
「文学革命論」に於いては「旧Jle対する「新Jといった内容の革命性が
はっきりしている。
時間の関係で詩をあげて説明し、以後の展開を省略する乙とにして、日中
両国の近代詩の異同点を簡単に要約して終りにしたい。
1. 新旧の過渡期に詩革命が起った。「新体詩抄は明治維新と言う革命（上
からの政治革新であるが、広い意味では革命と言えよう）の啓蒙期と体制が
固まりつつある時期に発した。「白話詩運動」は辛亥革命後の民族的危機の時
期に文化革新運動と共l乙勃発している。新生を生む動乱の時代は、新しい歌
声を求めるものである。
2. 日中両国の詩革命に「口語」による詩表現を提唱した人々は、思想家で
あり、学者であった。彼らは共に新しい西洋文化思想に立脚して自国の文化
に懐疑を抱き、 全面的否定か、部分的否定に身を挺して、旧文化を破壊する
ダイナマイトの導火繊に火をつけた者である。詩自体の芸術価値は乏しいが、
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意識的に口火の役を果した点は、歴史的意義が深い。特に口語による詩作は
思想解放と封建意識の残澄を清算する大きな役割を持った。
次l乙異なる点については、以下の乙とが考えられる。
1. 「新体詩抄」は、とくに詩壇において論議が展開されたばかりでなく、
明治20年代には詩歌論が活発となり、近代詩が成立したのみでなく、短歌の
近代化、言文一致の近代小説の誕生にも間接的に影響を与えたと思われる。
一方中国では、「白話詩運動」が文学革命の一環となり、更に「五四運動J
へと政治、社会の変革、民族意識の高揚と反帝国主義、社会主義運動へと流
れて行って、影響が日本に比べてより広範である。
2. 日本の詩革命は、時間的に早かっただけに、新体詩の流れは詩語と
詩形の面でも、ある一定の段階を通して近代詩を形成していったが、中国の
詩革命は、その展開と同時に浪漫主義、自然主義、象徴主義が一時に渦を巻
きつつ流れ乙んだのである。
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4.李何林「近二十年中国文芸，思潮論」生活書局。
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討議要旨
菊地隆雄氏より、発表者は特に中国におけるヨーロッパのインパクトにつ
いて述べたが、中国にはアジアの国々に対するある種の共感もあったと思う、
たとえばタゴールの「哲理詩」の影響などにみられると思うが、そのありょ
うをも教示して欲しいとの感想があった。発表者より、タゴールの影響とい
うものは確かにかなり受けている。しかし、その他の乙とでは中国はアジア
の諸国に対しては弱者としての共同感のようなものを感じていた程度で、ア
ジア諸国から文化的影響を強く受けたとはいえないとの返答があった。さら
に菊地氏から日本と中国の新体詩は封建性を脱皮し、新しい内容と言葉の使
用によって成立したと乙ろは同じであるが、日本の場合、そのまま新体詩が
持続発展していったにもかかわらず、中国では1910年末から20年代初め以外
は詩は主として武器と考えられ思想性の強いものに変質していったと思うが、
その辺について詳しく識りたいとの質問があり、発表者から、中国では陳独
秀の文学革命論というものが1919年、五・四運動の中に内包されつつ動いて
いったという状況があった。その中で「新潮」などは文学の一つの場を提供
したが、やがて辛亥革命によって文化的に混沌としたものは整理されたが、
実質は形骸化していったと思う。中国の新体詩は以後政治性を帯びて持情性
が乏しくなったと思うとの返答があった。
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